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ラズパイ制御 丸わかり!!! TAKE FREE
シェルスクリプトマガジン連動 "ラズパイ入門ボード ではじめる電子制御 "

本記事はUSP研究所 シェルスクリプトマガジン2018年Vol. 52の記事
”ラズパイ入門ボードを使ってみよう。”を再構成したものです。
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基礎の基礎
学んでおきたい制御方法超入門!!

■ 本誌について
シェルスクリプトマガジンとの連動企画で生まれたラズパイ学習向け、入門ボー
ド「ラズパイ入門ボード」4 個の赤色 LED、2 個のカラー LED、4 個の押しボ
タンスイッチ、単色有機 EL ディスプレイ、圧電スピーカーなど、初めてラズパイ
を使う初心者にとって制御方法を知っておくべき電子部品が搭載されています。
Assembly Desk Books Vol.1では特集記事として、このラズパイ入門ボードに
関する基本的な使い方の一部を紹介します。

■ INDEX
1-1. ラズパイ入門ボードを使ってみよう 
　　ガジェット 米田聡    （シェルスクリプトマガジン Vol. 52 より掲載）

1-2. ボードの取り付けと Raspbian のセットアップ
1-3. 単色 LED とスイッチを使おう
1-4. 圧電スピーカーを使おう
1-5. カラー LED を使おう

2.ラズパイ入門ボードを作ってみよう！　ビット・トレード・ワン 竹田太朗

本製品向けのソースコードについては以下ページにて公開されております。
本書とあわせご活用ください。

https://shell-mag.com/raspi_original_code/ 

"ラズパイ入門ボード ではじめる電子制御 "

■ラズパイ入門ボードの入手方法
　ラズパイ入門ボードは、ビット・トレード・ワン（http://bit-trade-one.co.jp/）
とシェルスクリプトマガジン編集部が共同で制作したラズパイ用ハードウエアで
す。
　完成品と組み立てキットの 2 種類を用意します。いずれもビット・トレード・ワ
ンの公式オンラインショップ（http://btoshop.jp/）、シェルスクリプトマガジン
発行元であるユニバーサル・シェル・スクリプト研究所のサイト（https://www.
usp-lab.com/ORDER/CGI/PUB.ORDER.CGI）、Amazon.co.jp、 共 立 エ レ
ショップ（http://eleshop.jp/）および、シリコンハウス、千石電商、デジット、
マルツエレックの各店舗から購入できます　価格（税別）は、完成品が 3980 円、
組み立てキットが 2780 円です。（送料別）
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小型コンピュータボード「Raspberry Pi」（ラズパイ）のプログラミングが楽しめる拡張ボード「ラズパイ入門ボード」。
本特集では、このラズパイ入門ボードに関する基本的な使い方の一部を紹介します。

※本記事は USP 研究所 シェルスクリプトマガジン 2018 年 Vol. 52 の記事”ラズパイ入門ボードを使ってみよう。”を再構成したものです。
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Raspberry Pi Zero拡張基板シリーズ

単機能の拡張基板

基板上から電源操作

pHAT サイズ

ライブラリ公開中

ラズパイゼロに必要な機能を一つだけ追加する拡張基板 " ゼロワン " シリーズ
単一機能を使い易くコンパクトに。[ ゼロをイチに ] あなたもまずは1つの機能の追加から初めてみませんか？

D E S I G N E D  B Y

http://bit-trade-one.co.jp/

ADRSZBM

ADRSZSW

ADRSZLDADRSZIRS

ADRSZIRR

ADRSZRUADRSZLX

ADRSZGR

ADRSZPY

ADRSZSBADRSZRE

ADRSZSN ADRSZDAC
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2.ラズパイ入門ボードを作ってみよう( 1. 部品を確認しよう)

■ キット作成の前に～内容物と道具の確認
キット作成の前に、
・半田セット （はんだごて、はんだなど）
・ニッパー

■ 基板シルクと部品番号の確認
部品表の部品番号と対比して基板上に各部品の配置が
記載されています。シルク印字と部品番号に対応個所に
部品を搭載します。

■部品表の確認
以下の部品表と併せ内容物の確認を行ってください。部品表 2 を取り付ける前に、部品表１の部品をすべて取り付けて　ください。

完成写真を確認しましょう。
背の低い部品から順におこなうと作業が楽になります。

キット版ユーザーのためにラズパイ入門ボードの作り方を解説！はんだごてを握ってレッツ電子工作！

未実装 
部分
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2.ラズパイ入門ボードを作ってみよう( 2. 部品を順番に取り付けよう)
基板への半田付けは背の低い部品から順に行うと作業が楽になります。下記の表に従って計 20 本ある抵抗から取り付けていきましょう。

■ ラズベリーパイとの接続
ラズベリー・パイの GPIO1番ピンと
ラズパイ入門ボードのシルク上の▲を合わせるように接続します。
付属のネジセットを使いラズパイ入門ボードと
ラズベリー・パイを固定してください。

以上で組み立て終了となります。お疲れ様でした。



   拉麺喰い師伝説
解ってないな。
ラーメンなんかな、列作って食べるもんじゃないんだよ。客がいるんだかいないんだか解らない店の、こ汚い暖簾をくぐって座るなりおばちゃんに「お姉さん、ビールと
餃子。」もちろん生じゃなく瓶だ、この所作がわかってない１８歳未満のお子様が多くて困るわ。
ビールをつぐグラスはもちろん冷タン。洗いが雑なため泡立ちはボチボチだ。新聞を読む店の親父がカッタルそうに立ち上がって餃子の準備をするところから戦いは始
まっている。まずは注目すべきはその店のラインナップだ。ゴルゴ１３か浮浪雲があれば合格。
ゴルゴ１３は14巻の"日本人・東研作"あたりを流し読みするのがプロのラーメン喰いだ。半ばまで読んだあたりで餃子が来るはずだが、ここで大事なのはその視点、
決して餃子を目で追うな。ゴルゴに集中しテーブルにコトリと置かれた餃子の音で、さも今気づいたというような目線を姉さんに送れ。
さて餃子が来たが、ここで最初に醤油をとったド素人は実戦ではすでに死んでいるので多いに反省すべきだ。まずは酢。あくまで酢を主体に醤油で風味をつけるわけだ。
あとは辣油か辛子をつけるわけだが辛子がある場合には醤油の前に辛子を溶くことを忘れないように辛子は醤油では溶けづらい。
餃子は一口で食え。半分かじるなんて喰い方は、おんな子どもの喰い方だ。多少熱くてもビールがある。
イメージとしては餃子をビールで流し込む。もちろん熱いそぶりなんてこれっぽっちも見せずに食え。これはなかなか難しいので普段からイメージトレーニングを行って
おくこと。餃子を半分喰ったあたりで、おもむろに「チャーハン一つ」オーダーは姉さんにかけるが目線はあくまで店の親父だ。
ここまでの所作で親父も自分が相手をしてる人間がド素人でないことは十分に解っているはず、まずは挑戦状を送ろう。
ここで初心者は大盛りにすべきかどうか迷うかもしれない。が大盛りを完食することがその店と自分との戦い。大盛りは"生き方"だ。
店とメニューで選ぶことではない。大盛りを選ぶ十字架を背負った生き方を貫くなら、行く店すべて大盛りが基本だ。漢なら時と場所で生き方をチャラチャラ変えるも
んじゃない。さて本題に戻ろう。すでに厨房では炒飯のオーダーを受けた親父が中華鍋を振るっていると思う。中華鍋上で踊る米と鍋のリズミカルな動き、小刻みに
動く親父の肩、スネアドラムのように入る味の素他、調味料、親父のパフォーマンスの見せ所だ。ここだけはお互い戦いを忘れ鑑賞につとめよう。前半、終了間際、中
華鍋を振るう親父がお玉に炒飯を受ける箇所が最大の見どころだ、マスタークラスなら３回の動作でお玉への収納を完了し皿の上に見事な炒飯ドームを形成しているは
ず。最後のフィナーレを飾るのは中華鍋を叩く「チンチン」というお玉の音色。もちろん鍋の中に米の一粒も残っていない。さて先に餃子半分といったがこれは、基準
値としてのタイマーだ。経験豊富な店なら残り半分の餃子が胃袋に消えるあたりで炒飯がやってくるだろうから、ビールと餃子どちらも欠けることなくスムーズに炒飯に
バトンタッチしたい。言うまでもないことだが基本の「流れる水のように」の所作を心がけるように初心者はこれらのタイミングが中々掴めず、途中でメンマをオーダー
したりあろうことかビールを追加注文したりしてしまうが、真にプロのラーメン喰いを目指すのであれば必須のスキルなので、焦らず身につけていってもらいたい。さあ
炒飯だ。目の前に炒飯が到着したらゴルゴはできるだけスープが到着する前に置き、まずは炒飯のドーム形成を鑑賞しよう。米たちが潰れることなくお玉形状に整形さ
れているか、周辺に余計な米粒が散乱していないか、米の焼き目は均等か？卵に焼き目はついていないか？食す前に見ただけで判断できることは多い。今、あなたが
見ている炒飯が店の人となりを表している。
炒めるにあたってスピードがなければ卵に焼き目がついてしまうし、急げば米に均等に焼き目をつけることが難しい。
強大な火力を制御する鉄の意思と技術がなければ不格好な炒飯もどきが出来上がるだけだ。以上の所見が確認できれば後は、目の前にある炒飯を胃袋に収めるだけ
だが、ここで再度状況を確認しておこう。炒飯が提供されたことで今まで防戦一方だった親父が攻勢に転じる時だ。
親父がタバコを吸いながら「どうだ？」という体でこちらを見ているはず。一呼吸置いて肉を食うように一気に食え！
レンゲの動きはできるだけ止めず、小刻みに肩を震わせリズミカルに先ほどの親父の調理をトレースするかのように口元に運び、合いの手のようにスープもいただこう。
脳内BGMはアートブレイキーとジャズ・メッセンジャーズのSo Tiredだ。
一気に炒飯を食べ終わったら一呼吸置き最後に残ったビールを飲み干す、ここで煙草を取り出す輩がいるが、長居は無用。辛抱し姉さんを呼び「ごちそうさん」だ。
姉さんの「はい！お釣り３５０万エ～～ン」のコールを聞き暖簾をくぐれば午後３時の日差しの中、爽やかな風が頬をなでる。
さあ仕事を探そう。 
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基礎の基礎
学んでおきたい制御方法超入門!!
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印刷・製本
　Gr@phic
発行日 
　2018/10/05
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■ご購
読のお

申込み
は、☎

045・
624・

8023
まで（

委託先
／産経

情報開
拓㈱）

「大手
企業の

中には
、

『中小
を守る

』とし
な

がらも
、堂々

と海外
に

工場建
設を進

めてい
る

会社も
ありま

す。も
は

や大手
企業に

は中小
を育

てると
いう余

裕があ
りま

せん。
だった

ら、自
分

たちで
製品を

つくっ
て、

市場を
開拓し

ます。
１、

２億円
の市場

があれ
ば

十分や
ってい

けます
」。

自社製
品を売

り込

む営業
人員は

雇わな

い。「マ
ーケテ

ィン

グをし
っかり

して、

ニーズ
がある

ところ

に、自
社製品

の情報

を届け
られる

か、が

重要な
のです

」とも

付け加
える。

同社で
はリサ

ーチ

を徹底
し、販

売ター

ゲット
を３０

０社ほ
ど

リスト
アップ

。そこ
に

製品パ
ンフレ

ットを
送

ること
で、新

規の受
注

につな
げてい

る。

■“情報の通り道”つくる

金属加
工業で

ありな
がら、

自社

の“強
み”や

“得意
分野”

をあえ

て打ち
出して

いない
のも特

徴。オ

ンリー
ワン企

業とは
真逆の

戦略だ
。

小林社
長は強

調する
。「それ

を

やって
しまう

と、新
規のお

客さん

も限定
されて

しまい
ます。要

は『製

品実現
につい

てのノ
ウハウ

をもっ

てます
』と顧

客に近
づき、

お客様

の相談
を受け

やすい
雰囲気

をつく

ります
。そう

すると
、お客

さんが

『とり
あえず

コバヤ
シ精密

に相談

しよう
』とな

ります
。結果

的に、

あらゆ
る情報

が当社
に集ま

ること

で顧客
ニーズ

がつか
めます

。会社

を“情
報の通

り道”
にして

いくの

です」
と。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
も
「
販
売
の

自
然
の
法
則
」
に
つ
い
て
で
す
。

前
回
は
、
こ
の
法

則
を
構
成
し
て
い
る

３
つ
の
要
素
（
①
欲
求

を
増
や
す
②
価
値
を

増
や
す
③
お
金
を
得

る
）
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
こ
の
順
番
を
間
違

え
て
は
販
売
が
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
今
回
は
「
な

ぜ
欲
求
を
増
や
す
」

こ
と
を
一
番
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
の

か
？

　に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
具
体
例
で

す
が
、
人
は
大
体
、
押

さ
れ
る
と
押
さ
れ
な

い
よ
う
に
抵
抗
を
し

ま
す
（
足
で
踏
ん
張
っ

て
、
押
さ
れ
な
い
よ
う

に
）。 こ

れ
が
ま
さ
に
販
売
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
見
て
く
だ
さ
い
。

買
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
〝
押
し
売
り
〞
す
る
と
、
お

客
さ
ん
は
買
わ
な
い
よ
う
（
押

さ
れ
な
い
よ
う
）
に
抵
抗
し
ま

す
。み
な
さ
ん
も
ご
経
験
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　こ
の
よ
う
に

な
る
と
、
販
売
は
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
。
答
え
は
簡
単
で

す
。
押
さ
れ
る
の
は
嫌
な

の
で
、
引
っ
張
っ
て
あ
げ

れ
ば
よ
い
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
興
味
を
持
た

せ
る
＝
引
っ
張
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
す
る
に
は
、「
相

手
が
何
で
困
っ
て
い
る
か
？
」

「
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
」
を
、
ま
ず
聞
か
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
質
問

で
す
。
相
手
に
徹
底
的
に
質
問

す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。
で
な
い
と
欲
求
を
増
や
す

こ
と
も
、
価
値
を
増
や
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。（
バ
イ
オ
ク

ロ
マ
ト
代
表
取
締
役
）

販
売
の
自
然
の
法
則
②

２０１５年の本紙テーマは「中小企

業の逆襲」だ。長らく大手企業の下

請けとして甘んじてきた中小企業

だが、今では脱・下請けや新分野

進出などで“新たなるメイド・イ

ン・ジャパン”に挑む企業が出て

きている。国内の中小企業が壊滅

すれば、大手企業も当然、競争力

を失ってしまう。今後、日本経済の

生命線であるモノづくり産業を死守す

る主役になるのは、紛れもなく中小企業

といえる。こうしたなか、コバヤシ精密工業（相

模原市南区大野台、☎０４２・７５１・９０９５）

は、これからの中小製造業のあり方を感じさせ

る試みをスタートさせた。

■工場でロボット活用

コバヤ
シ精密

は２０
１０

年、地
元に拠

点が

あるＪ
ＡＸＡ

と連

携して
、小惑

星探

査機「
はやぶ

さ」

のプロ
ジェク

トに

参加。探
査機が

「小

惑星イ
トカワ

」で

収集し
たカプ

セル

の分解
作業を

手伝

ったこ
とでも

知られ
る。

本業は
精密機

械部品
の生産

や組み

付け。
同社で

加工し
た部品

は「半
導

体製造
装置」

などに
使われ

ている
。

同社で
はここ

数年、
さまざ

まな改
革

に乗り
出して

いる。
その

一つが
、生産

ライン
の自

動化だ
。

「生産
現場で

はロボ
ット（

生産の
自

動化設
備など

）を徐
々に導

入して
い

ます。
最終的

には、
工場は

人手を
か

けずロ
ボット

に明け
渡すこ

とを目
指

してい
ます」

と小林
昌純社

長。

つまり
、ロボ

ット導
入で余

った人

材を「
生産技

術」や
「設計

」、さら
に

は「広
報」な

どに配
置して

、“知恵
で

勝負す
る企業

”にな
ること

だ。

「無人
化とい

っても
人間の

知識が
問

われま
す。実

際に人
が機械

を動か
すよ

うに自
動化を

進めな
ければ

、安全
で信

頼性の
あるモ

ノづく
りはで

きませ
ん。

治具や
機械に

“スパ
イス”

を一ふ
りす

ること
で、“知

識のモ
ノづく

り”へ
の

脱皮を
進めて

います
」（小林

社長）。

工場で
は２４

時間稼
働の設

備を３
台

導入し
ている

。人件
費をか

けてい
ない

ため、
ここで

生産し
た部品

は、海
外勢

には劣
らない

価格、
しかも

高品質
で提

供して
いる。

■ターゲットを明確化する

その一
方で進

めてい
るのが

、自社
製

品づく
りだ。

昨年末
には、

得意の
金属

加工技
術を使

ってト
ラック

の荷台
搬送

作業で
、作業

員の転
倒を防

止する
安全

具「あ
おりの

鉄人」
を開発

した。
今で

は物流
業者や

工務店
などへ

販路開
拓を

進めて
いる。

オフィス結アジア（藤沢市藤沢、☎０４６６・

２
１・７４４８）は、何らかの事情で声が出せな

かったり、声が出しにくい人たちに代わって、

タブレット端末が文章を読み上げるアプリを本

格発売した。「指伝話」と名付けた同アプリは、

指で文字を入力すると、端末がまるで人間の声

のように話してくれる。よく使う言葉をあらか

じめ登録しておけば、指で選択するだけでコミ

ュニケーションで

きる。医療や福祉

の現場での活用を

見込んでいる。

「指伝
話」は

、

タブレ
ット端

末

だけで
はなく

ア

イフォ
ーンで

も

使える
。価格

は

専用端
末との

セ

ットで
１０万

円

程度。
登録で

きる言
葉の数

は、１

つのグ
ループ

で１０
０個。

１つの

「言葉
」とし

て登録
できる

文字数

は約３
万文字

におよ
ぶ。

失語症
やがん

で声を
失った

人な

どでも
、日常

のコミ
ュニケ

ーショ

ンがで
きるよ

うサポ
ートす

る。す
でに地

元・藤
沢市も

購入補
助を決

めてい
る。

同社の
本業は

、病院
のカル

テシス
テム

などを
手掛け

るＩＴ
（情報

技術）
ベン

チャー
企業。

開発の
きっか

けは５
年ほ

ど前、
高橋宜

盟社長
が電車

に乗っ
たと

き。顧
客から

の着信
があっ

ても受
ける

ことが
できな

い。

「ちゃ
んと応

答しな
いと他

社に回
さ

れる。
だった

ら電車
の中で

も声を
出

さずに
、話せ

るよう
なツー

ルがあ
れ

ば、と
思いま

した」
と高橋

社長。

開発後
、喉頭

がんで
声を失

った市

内の医
師が「

指伝話
」を試

したと
こ

ろ、筆
談をせ

ずに診
察が行

えた。
ビ

ジネス
だけで

なく医
療・福

祉現場
で

も採用
したい

とする
人が増

加。現
在、

普及に
向けて

動き出
してい

る。

「使っ
ていた

だいた
人に『

ありが
と

う』と
言って

もらえ
る。採

算を考
え

るより
、その

気持ち
でやっ

ていま
す」

と、高
橋社長

は話し
ている

。

溶接事
業を手

掛ける
、テ

ィーケ
ー工業

（相模
原市南

区上鶴
間本町

、☎０
４２・

７

６６・
３４１

９）は
、住宅

やマン
ション

の住人
に異常

があっ
た場合

、ラン
プを通

じて地
域に知

らせら
れる「

ふ

れあい
ランプ

」を製
品化し

た。

同製品
は、Ｌ

ＥＤ（
発光ダ

イオー
ド）灯

や携帯
型の小

さ

なリモ
コン（

発信機
）など

で

構成さ
れる。

異常時
にリモ

コ

ンでス
イッチ

を押す
と、窓

際

やベラ
ンダに

置かれ
たラン

プが

点滅し
、近隣

住民に
伝える

仕組

みだ。
独り暮

らしの
高齢者

や女性
が

増えて
いるな

か、急
に具合

が悪

くなっ
たり、

室内で
事件・

事故

にあっ
ても、

助けを
呼べる

身近

な手段
がない

。

「早く

発見が
でき

れば助
かる

命もあ
りま

す。こ
の『ふ

れあい
ランプ

』

は、地
域で長

い

間培わ
れてき

た互助
精神が

あっ

て初め
て機能

するも
のです

。互

助精神
さえあ

れば、
高額な

ホー

ムセキ
ュリテ

ィーは
必要あ

りま

せん」
と今野

時雄社
長。

もとも
とは数

年前、
町田・

八

王子・
相模原

商工会
議所の

広域

連携事
業で行

われた
「もの

づく

り交流
会」で

出た案
を、今

野社

長らが
引き継

いだ。

その後
、コン

サルテ
ィング

会

社のシ
ステム

共同開
発（同

市南

区鵜野
森、小

泉智善
社長）

のア

ドバイ
スを受

けなが
ら製品

化に

こぎつ
けた。

価格は
、２０

０～３
００台

で

購入す
る場合

、１台
あたり

６０

００円
程度。

すでに
６５０

世帯

が加入
する市

内の自
治会が

導入

を検討
してい

るとい
う。

ふれあ
いラン

プ

ふれあ
いラン

プ

ふれあ
いラン

プ

住
人
の 

　
　
　

 

近
所
に
知
ら
せ

住
人
の 

　
　
　

 

近
所
に
知
ら
せ

異
常
を

ティーケー工業

地域の互助精神が カギカギ
地域の互助精神が

逆襲逆襲逆襲逆襲
中 小 企 業 の

開
拓
開
拓

知
恵
の
モ
ノ
づ
く
り

“

”

で

 

負
け
な
い
中
小 

の
道
示
す

海
外
勢
に

「指伝話」を
「指伝話」を本格展開

へ
本格展開

へ

藤
沢
の

藤
沢
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

ベ
ン
チ
ャ
ー

声
が
出
せ
な
い
人
に
代
わ
り 

発 

声

相模原の コバヤシ精密
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